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自漏隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撒去しよう！

反核運動を継統し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！
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縄
で
が
た
米
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よ
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女
．
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縄
＂
人
々
が
“
う
よ
う
に
ふ
こ
る
ぺ

v

を

し
て
“
•
J
っ
た
j
綱
必
的
犯
”
で
す
．
犯
人
＂
＂
納
拘
火
を
看

め
ぐ
る
「
嶋
代
協
出
笥
ー
七
生
の
改
出
に
瀑
“
I
J
集
中
人

し
て
い
拿
す
．
し
か
し
閏
遁
は
そ
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だ
け
で
し
ょ
う
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．
、し
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ら
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あ
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．
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．
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地
位
協
定
•
安
保
の
見
直
し
を

村
山
首
相
に
ハ
ガ
キ
を
出
そ
う

事実上の安保改定●日米安保「再定義」に反対する
検証●地位協定と市民①低空飛行と墜落事故

沖縄から●基地削減以外に解決策はない
反核実験・街から●ピース・チェイン・リアクション（東京）
在日米軍基地に関する周辺住民の意見R 佐世保海軍基地

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）

個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円

団体 1口2000円 団体 1口1000円

〈会費は本誌購読料を含みます〉

脱軍備ネットワーク

キャッチピース
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「
再
定
義
」

十
月
中
旬
、
僕
が
属
す
る
「
上
瀬
谷
基
地
は

い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
」
や
、
横
須
賀
、
厚
木
、

相
模
原
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
す
る
「
県
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
共
同
行
動
委
員
会
・

基
地
部
会
」
は
、
大
田
沖
縄
県
知
事
に
次
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
c-．
 

私
た
ち
は
、
神
奈
川
で
米
軍
基
地
の
撤
去

を
目
指
し
て
運
動
し
て
い
る
市
民
団
体
・
労

働
組
合
の
連
合
体
で
す
(

)

9

月
2
9
日
に
知
事

さ
ん
が
「
米
軍
用
地
の
強
制
使
用
の
た
め
の

代
理
署
名
を
し
な
い
」
と
表
明
し
た
こ
と
を
、

私
た
ち
は
全
面
的
に
支
持
し
ま
す
（
）
（
略
）

知
事
さ
ん
の
決
断
は
、
戦
後
五

0
年
、
基
地

の
重
圧
の
下
で
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
沖

縄
の
人
々
の
想
い
を
凝
縮
す
る
も
の
だ
と
私

た
ち
は
受
け
と
め
て
い
ま
す
（
）

発
侶
す
る
砦
で
す
。
そ
の
こ
と
を
今
回
の
知

事
さ
ん
の
決
断
は
私
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
民
は
全
国
か
ら
見
れ
ば
数
の
上
で

は
少
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん
~
し
か
し
、
沖
縄
か

ら
発
信
さ
れ
る
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
日

本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
市
民
の
心
に

届
い
て
い
る
は
ず
で
す
。
ど
う
か
、
私
た
ち
の

こ
の
声
を
、
沖
縄
県
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

へ
の
返
侶
の
一
っ
と
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い。」

．
 

沖
縄
の
人
々
は
十
月
ニ
―
日
、
「
県
民
総
決

起
大
会
」
に
八
万
五
千
人
、
県
民
の
十
五
人
に

一
人
が
集
い
、
心
の
底
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
た
（
写
真
。
中
央
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
で
浪

壇
に
立
つ
大
田
知
事
）
。

今
度
は
私
た
ち
が
答
え
る
番
だ
。
自
ら
の

思
い
と
言
葉
と
行
動
に
よ
っ
て
、
応
え
る
時

だ
。
「
本
土
」
に
も
間
違
い
な
く
存
在
す
る
、

「
基
地
と
軍
隊
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
理

不
尽
と
不
公
正
を
一
っ
―
つ
暴
き
、
軍
隊
に

よ
ら
な
い
「
安
全
保
障
」
へ
の
道
を
共
に
考

え
、
探
り
当
て
、
歩
き
始
め
よ
う
。

十
一
月
二
十
日
、
村
山
首
相
と
ク
リ
ン
ト

ン
大
統
領
の
日
米
首
脳
会
談
が
開
か
れ
る
。

そ
こ
で
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
日
米
安
保
の

「
再
定
義
」
に
な
る
と
い
う
。
「
再
定
義
」
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
在
日
米
軍
を
「
日
本
国
の
安

異
議
あ
り
！

こ
こ
神
奈
川
で
も
、
米
軍
基
地
の
存
在
と

基
地
の
特
権
的
地
位
を
守
る
日
米
地
位
協
定

が
地
域
社
会
に
も
た
ら
す
弊
害
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の

一
っ
―
つ
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
し
、
神
奈

川
県
や
関
係
市
町
と
と
も
に
そ
の
公
正
な
解

決
を
計
る
た
め
に
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
神
奈
川
県
と
県
下
自
治
体
の

基
地
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
満
足
な
も

の
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
。
（
略
）

し
か
し
、
私
た
ち
は
希
望
を
拾
て
ま
せ
ん
。
）

全
国
の
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
が
沖
縄
県
の

ょ
う
に
行
動
す
れ
ば
、
状
況
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
自
治
体
は
た
ん
に
行
政
組
織
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
切

実
な
頗
い
と
そ
の
根
底
に
流
れ
る
普
遍
的
・

道
義
的
価
値
を
、
国
内
そ
し
て
国
際
社
会
に

全
に
寄
与
し
、
並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際

の
平
和
と
安
全
に
寄
与
す
る
」
（
日
米
安
保
条

約
第
六
条
）
た
め
の
も
の
か
ら
「
ア
ジ
ア
と

太
平
洋
に
お
け
る
米
国
防
衛
の
最
前
線
を
支

え
」
「
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
ま
で
至
る
広
大
な
範
囲

の
局
地
的
、
地
域
的
さ
ら
に
は
超
地
域
的
な

緊
急
事
態
に
備
え
る
」
(

9

5

年
3
月
ア
メ
リ
カ

国
防
省
「
日
米
安
保
報
告
」
）
も
の
へ
と
飛
躍

的
に
変
質
さ
せ
る
こ
と
だ
。
日
米
安
保
条
約

の
改
定
に
等
し
い
と
、
「
仕
掛
人
」
の
ナ
イ
国

防
次
官
補
も
認
め
る
重
大
な
政
策
変
更
が
、

国
民
に
一
度
も
諮
ら
れ
る
こ
と
な
く
「
合
意
」

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
民
主
主

義
の
破
壊
で
あ
る
。
「
再
定
義
」
さ
れ
た
安
保

の
下
で
流
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
人
々
の
血
や
涙

を
思
え
ば
、
世
界
と
人
々
に
対
す
る
犯
罪
で

す
ら
あ
る
。

今
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
。
「
立
ち
止
ま

れ
！
」
と
日
本
の
為
政
者
た
ち
に
訴
え
る
こ

と
だ
。
ま
ず
、
立
ち
止
ま
る
。
そ
し
て
、
そ

し
て
一
緒
に
考
え
よ
う
。
沖
縄
か
ら
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
私
た
ち
の
「
安
全
」
は

い
か
に
し
て
「
保
障
」
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。．
 

村
山
首
相
へ
の
ハ
ガ
キ
運
動
を
始
め
て
い

ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
、
是
非
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
田
巻
一
彦
／
編
集
部
）

安
保

に

3
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沖
縄
か
ら
の
声
に
応
え
よ
う
！
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少
女
暴
行
事
件
に
県
民
の
怒
り
続
く

―
前
号
に
引
き
続
き
、
沖
縄
で
起
こ
っ
た
米
兵
三
名

に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
を
き
っ
か
け
に
拡
が
っ
て
る

大
き
な
う
ね
り
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

前
回
報
告
（
九
月
二
十
日
）
以
後
も
沖
縄
県
内
外

で
は
大
き
な
抗
議
行
動
が
連
日
行
な
わ
れ
た
。

一
九
月
二
十
二
日
県
婦
人
連
合
会
が
那
覇
市
で
抗

＿
議
集
会
を
開
催
し
、
「
米
軍
よ
、
鬼
畜
に
な
る
な
」

＇ 

沖錢から沖縄がかわれば、アジア・太平汗がかわる
l 

〒901・22

沖縄麒野清市志真志517-1

沖縄キリスト教平和センター気付

TEL (098)898-6628 

FAX (098)897-6953 

島便振替鹿児島2-11249

伊

波

洋

一

（
沖
縄
中
部
地
区
労
事
務
局
長
）

「
沖
縄
か
ら
」

「
オ
キ
ナ
ワ
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

報
告
⑭

うー、と’シねI

、’
グ

沖縄タイムス「峙事浸評」 1995年10月23日

と
那
覇
市
国
際
通
り
デ
モ
行
進
（
約
三
百
人
）
。

二
十
三
日

N
G
o
沖
縄
実
行
委
員
会
が
呼
び
か

け
て
沖
縄
市
で
「
子
ど
も
た
ち
・
女
た
ち
•
島
ぐ
る

み
集
会
」
を
開
催
し
、
集
会
後
に
カ
デ
ナ
空
軍
基
地

ゲ
ー
ト
ま
で
デ
モ
行
進
（
約
二
百
人
）
。

二
十
四
日
県
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
県
内
三

十
二
団
体
）
が
那
覇
市
で
抗
議
集
会
と
デ
モ
行
進
（

約
三
百
人
）
。

二
十
五
日
統
一
連
な
ど
十
六
団
体
が
那
覇
市
で

県
民
抗
議
集
会
を
開
催
し
、
デ
モ
行
進
（
約
千
名
）

二
十
六
日
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
が
宜
野
湾

市
で
県
民
抗
議
集
会
を
開
催
し
、
在
沖
米
軍
司
令
部

ま
で
デ
モ
行
進
（
約
三
千
人
）
。

二
十
七
日
沖
縄
平
和
・
女
性
市
民
運
動
東
京
行

動
団
が
総
評
会
館
で
緊
急
集
会
（
約
四
百
名
）
。

十
月
三
日
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
が
那
覇
防

衛
施
設
局
前
で
抗
議
集
会
（
約
二
百
人
）
。

六
日
沖
教
組
・
高
教
組
が
合
同
で
宜
野
湾
市
で

抗
議
集
会
後
、
在
沖
米
軍
司
令
部
ま
で
デ
モ
行
進
（

約
四
千
人
）
。

十
六
日
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
が
那
覇
市
で

国
際
反
戦
デ
ー
集
会
と
デ
モ
行
進
（
約
千
人
）
。

十
七
日
東
京
行
動
団
が
要
請
行
動
と
日
比
谷
公

園
の
市
民
抗
議
集
会
に
参
加
（
約
三
千
五
百
人
）
。

二
十
一
日
県
内
七
百
団
体
に
よ
る
県
民
総
決
起

大
会
が
宜
野
湾
市
で
開
催
さ
れ
、
八
万
五
千
人
以
上

が
参
加
し
沖
縄
返
還
後
最
大
規
模
の
抗
議
集
会
と
な

そ
の
後
、
二
十
四
日
に
米
国
防
総
省
は
兵
力
削
減

を
否
定
し
、
栗
山
駐
米
大
使
も
「
日
本
も
削
減
を
要

求
し
な
い
」
と
述
べ
た
。

外
務
省
は
地
位
協
定
の
運
用
改
善
を
め
ざ
し
な
が

ら
、
米
軍
削
減
を
求
め
な
い
姿
勢
を
崩
さ
な
い
中
、

村
山
首
相
は
大
田
知
事
と
の
会
談
を
求
め
て
い
る
。

日
本
政
府
は
、
十
一
月
中
旬
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
訪
日
と
日
米
首
脳
会
談
を
控
え
、
日
本
国
内
に
反

米
感
情
と
反
基
地
運
動
が
拡
大
す
る
こ
と
を
抑
え
る

た
め
の
有
効
な
方
策
を
見
い
だ
せ
な
い
よ
う
だ
。

平
和
運
動
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る

米
軍
基
地
削
減
以
外
に
解
決
策
は
な
い

日
米
会
談
前
の
知
事
説
得
工
作
失
敗
ヘ

大
田
県
知
事
が
基
地
強
詞
使
用
を
拒
否
一

九
月
二
十
八
日
に
大
田
知
事
が
米
軍
基
地
強
制
使

用
を
拒
否
し
、
強
制
使
用
手
続
き
の
代
理
署
名
を
し

な
い
こ
と
を
県
議
会
の
答
弁
で
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
大
田
知
事
の
代
理
署
名
拒
否
は
、
日
米
安
保

体
制
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
き
た
日
米
両
政
府

に
に
大
き
な
動
揺
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
月
二
十
九
日
夜
、
政
府
は
昨
年
「
米
軍
基
地
と

の
共
存
・
共
生
」
を
説
い
て
県
民
の
総
反
発
を
受
け

た
宝
珠
山
防
衛
施
設
庁
長
官
を
派
遣
し
、
知
事
説
得

に
乗
り
出
し
た
。
三
十
日
に
は
政
府
筋
か
ら
普
天
間

基
地
返
還
が
マ
ス
コ
ミ
に
リ
ー
ク
さ
れ
る
な
ど
し
た

が
、
知
事
は
面
会
を
拒
否
し
長
官
は
会
う
こ
と
な
く

十
月
一
日
に
帰
京
し
た
。

大
田
知
事
の
拒
否
で
在
沖
米
軍
基
地
の
安
定
使
用

に
危
機
感
を
持
ち
始
め
た
日
米
両
政
府
は
、
沖
縄
県

民
の
怒
り
を
沈
静
化
に
向
け
た
対
策
を
開
始
し
た
。

十
月
二
日
に
は
、
地
位
協
定
の
運
用
改
善
と
九
十

年
に
合
意
し
た
二
十
三
事
案
（
約
千
洛
）
の
早
期
返

還
を
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

し
か
し
、
那
覇
軍
港
や
読
谷
補
助
飛
行
場
な
ど
を

＿
含
め
て
返
還
し
て
も
、
現
在
在
日
米
軍
基
地
の
七
五

％
を
占
め
る
比
率
が
、
七
三
％
に
な
る
に
過
ぎ
ず
基

地
撤
去
を
求
め
る
県
民
の
納
得
は
得
ら
れ
ね
は
ず
が

―
な
い
。
衛
藤
防
衛
庁
長
官
も
知
事
会
談
求
め
た
が
、

一
県
民
大
会
以
前
の
会
談
を
大
田
知
事
が
拒
否
し
た
。

＿
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
め
ざ
す
政
府
首
脳
に
対

ー
し
て
、
裁
判
に
よ
る
基
地
強
制
使
用
手
続
き
を
求
め

一
て
宝
珠
山
防
衛
施
設
庁
長
官
が
「
首
相
は
頭
が
悪
い
」

一
と
首
相
を
批
判
し
十
月
二
十
日
に
更
迭
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
開
催
さ
れ
た
県
民
総
決
起
大
会
に

空
前
の
八
万
五
千
人
の
県
民
が
結
集
し
、
事
態
は
新

た
な
段
階
へ
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

日
米
安
保
が
揺
ら
ぐ
可
能
性

一
沖
縄
県
民
の
怒
り
が
結
集
し
た
二
十
一
日
の
県
民

一
大
会
の
八
万
五
千
人
と
い
う
空
前
の
参
加
人
数
は
、

一
日
米
両
政
府
に
大
き
な
動
揺
を
与
え
た
。

翌
二
十
二
日
ペ
リ
ー
米
国
防
長
官
は
、

N
B
C
テ

レ
ビ
に
出
演
し
「
沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
統
合
に
つ

い
て
、
日
本
政
府
の
い
か
な
る
提
案
で
も
検
討
す
る

―
つ
も
り
だ
。
今
の
と
こ
ろ
日
本
側
か
ら
の
縮
小
提
案

一
は
な
い
る
」
と
発
言
し
た
。

一
し
か
し
、
河
野
外
相
が
「
駐
留
米
軍
の
削
減
は
あ

り
え
な
い
」
と
強
調
し
続
け
て
お
り
、
ペ
リ
ー
発
言

は
日
本
政
府
が
米
軍
基
地
維
持
を
望
ん
で
い
る
こ
と

―
を
米
国
民
に
印
象
づ
け
よ
う
と
も
し
て
い
る
。

[
!
,
1
,
1
i
1
,
1
1
:
'
9
,
t
,1，
ー

大
田
知
事
は
、
『
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
、
よ
う
や

＜
沖
縄
の
基
地
の
整
理
縮
小
が
進
む
と
期
待
し
て
い

た
。
し
か
し
、
去
る
一
一
月
に
米
国
防
総
省
が
発
表
し

た
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
極
東
に
お

け
る
米
軍
駐
留
は
当
面
十
万
人
体
制
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
十
一
月
の
村
山
首

相
と
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
の
会
談
で
は
、
日
米
安

保
条
約
の
再
評
価
を
行
い
、
日
本
の
米
軍
基
地
を
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
運
用
を
見
直
す
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

、
沖
縄
の
基
地
機
能
が
強
化
さ
れ
、
基
地
が
固
定
化

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
危
惧
し
て
い
る
』
と

県
議
会
で
述
べ
て
、
代
理
署
名
を
拒
否
し
た
。

沖
縄
県
民
の
怒
り
は
、
少
女
暴
行
事
件
だ
け
で
な

く
戦
後
五
十
年
間
続
い
て
る
在
沖
米
軍
基
地
に
対
す

る
も
の
と
し
て
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
小
手
先
だ
け
の
地
位
協
定
運
用

改
善
だ
け
で
収
拾
を
図
ろ
う
と
す
る
外
務
省
の
姿
勢

に
県
民
の
怒
り
が
向
か
い
つ
つ
あ
る
。

日
米
安
保
再
定
義
を
前
に
沖
縄
か
ら
起
き
て
い
る
一

大
き
な
運
動
の
う
ね
り
を
契
機
に
、
日
本
各
地
の
平

和
運
動
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

っ
た
。

5
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奇
国
を
覆
う
低
空
飛
行
ル

一
新
た
に
四
本
が
判
明

（
十
月
十
九
日
「
高
知
新
聞
」
）

一
十
月
十
九
日
の
「
高
知
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、

一
米
軍
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
と
し
て
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
オ
レ
ン
ジ
（
和
歌
山
高
知
，
愛

媛
）
、
プ
ル
ー
（
岐
阜
|
新
潟
）
、
ビ
ン
ク
（
山

形
青
森
）
、
グ
リ
ー
ン
（
青
森
福
島
）
の
四

ル
ー
ト
に
加
え
、
新
た
に
四
本
の
ル
ー
ト
が
存

一
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
と
同
紙
が
昨

一
年
十
月
の
咲
落
事
故
に
関
す
る
米
軍
の
事
故
報

』
[
0
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0
6
3
9
3
,
-
3
2
3
0
_
5

ー
I
I
I
/
]
5i
/

□989
9
9
0
9
9
]j

9

9

-

9

9

9

9

[

9

9

-

8

9

ー

]
'
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:<

E

レー，

0

練

i

4

引行飛空低の横軍米

定復卜↑
 

り力
／

仁

7
 

告
書
の
中
か
ら
発
見
し
た
C

報
岩
書
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
の
は
、
イ
エ
ロ
ー
、
パ
ー
プ
ル
、

ブ
ラ
ウ
ン
そ
し
て
北
方
の
四
ル
ー
ト
。
報
告
書

に
は
詳
細
な
記
述
は
な
い
が
、
同
紙
は
各
ル
ー

ト
ヘ
の
所
用
時
間
な
ど
か
ら
、
左
図
の
よ
う
に

推
定
し
て
い
る
。

日
本
の
ほ
ぼ
全
域
を
「
訓
練
場
」
に
米
軍
は

低
空
飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
だ
。
◆
◆
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ー

ト

月刊キャッチピース

沖
縄
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
安
保

条
約
の
下
で
の
在
日
米
軍
の
法
的
地

位
を
定
め
た
「
地
位
協
定
」
（
『
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条

に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位

に
関
す
る
協
定
』
）
の
見
直
し
の
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
犯
人
の
身
柄

拘
束
を
め
ぐ
る
第
1
7
条
の
運
用
見
直

し
に
議
論
は
集
中
し
て
い
る
。

だ
が
、
地
位
協
定
の
問
題
点
は
第
1
7

条
だ
け
で
は
な
い
。
地
位
協
定
の
規

定
と
運
用
は
日
米
安
保
と
市
民
の
人

権
・
主
権
と
の
あ
ら
ゆ
る
接
点
に
立

ち
は
だ
か
り
、
米
軍
の
特
権
的
地
位

を
守
り
、
問
題
の
公
正
な
解
決
を
妨

げ
て
い
る
。
各
地
か
ら
の
報
告
に

よ
っ
て
そ
の
実
態
を
検
証
す
る
。

昨
秋
一
（
）
月
一
四
日
、
米
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
艦
載
機
A
6
Eイ
ン
ト
ル
ー
ダ
ー
が
高
知

県
早
明
浦
ダ
ム
上
流
の
吉
野
川
に
隊
落
し
て
か
ら

一
年
が
た
っ
た
(
]
そ
の
後
、
徳
島
県
で
は
飛
来
件

数
が
激
減
し
た
が
、
高
知
県
で
は
飛
行
ル
ー
ト
の

ズ
レ
や
、
高
度
が
や
や
高
め
に
変
化
は
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
低
空
飛
行
訓
練
は
続
い
て
い
る
：
）
沖

縄
で
の
米
軍
兵
士
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
を
契
機

に
「
地
位
協
定
」
の
見
直
し
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
低
空
飛
行
と
「
地
位
協
定
」
を
四

国
か
ら
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

四
国
山
地
で

ー
ー
蓉
＂
防
翁
・
姦
．
．
．
．
．
翌
咬
・
さ
弓
．
ク

早
明
浦
ダ
ム
墜
落
か
ら
一
年

地
位
協
定
の
見
直
し
し
か

解
決
の
道
は
な
い

一
九
八
九
年
夏
以
来
、
徳
島
県
や
高
知
県
の
山

間
部
で
の
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
が
相
次
い
スピ

だ
。
低
空
飛
行
直
下
の
自
治
体
の
記
録
か
ら
、
今
一

年
、
徳
島
県
内
で
は
、
十
一
回
（
七
日
）
、
高
知
県
チ

で
は
―
二
九
回
（
七
0
日
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ッャキ

徳
島
や
高
知
を
飛
行
す
る
ル
ー
ト
は
「
オ
レ
ン

ジ
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
厚
木
基
地
（
神
奈
川
）
ー
刊

紀
伊
半
島
潮
岬
|
御
坊
（
和
歌
山
県
）
ー
紀
伊
水
月

(

8

ペ
ー
ジ
ヘ
）
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諷地位協定と市民
道
阿
南
市
（
徳
島
県
）
I
：
那
賀
川
、
四
国
山
地

ー
早
明
浦
ダ
ム
（
高
知
県
）
I
,
山
石
国
碁
地
（
山
口

県
）
を
結
ぶ
コ
ー
ス

C

)

相
模
補
給
廠
監
視
団
や
岩
国
基
地
監
視
団
の
電

波
傍
受
の
記
録
に
よ
る
と
、
九
四
年
―
二
月
か
ら

九
五
年
六
月
ま
で
の
間
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
ヘ
と

向
か
っ
た
米
軍
機
数
は
三

0
六
機
に
の
ぼ
る
と
い

う
同
期
間
中
、
徳
島
で
は
七
回
、
高
知
県
で
も

―↓―

-0
回
し
か
目
撃
さ
れ
て
い
な
い
＞
必
ず
し
も

低
空
飛
行
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
高
い
高

度
で
飛
ん
だ
か
ら
で
は
、
と
考
え
て
い
る
つ

低
空
飛
行
訓
練
は
「
日
米
安
保
条
約
」
に
よ
る

「
地
位
協
定
」
と
そ
れ
に
伴
う
日
本
の
航
空
法
の

適
用
除
外
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
航
空

法
に
定
め
て
い
る
、
飛
行
経
験
（
六
九
条
）
、
酒

精
飲
料
等
（
七
（
＇
＇
）
条
）
、
飛
行
区
域
（
八
（
＇
）
条
）
、

最
低
安
全
尚
度
（
八
一
条
）
、
粗
暴
な
操
縦
の
禁

止
（
八
五
条
）
、
曲
芸
飛
行
等
（
九
一
条
）
な
ど

が
除
外
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
操
縦
士
が
未
熟
で

も
、
飲
酒
し
て
い
も
飛
行
で
き
る
こ
と
に
な
る

ま
た
、
日
本
政
府
は
「
（
地
位
協
定
で
）
施
設
・

区
域
の
使
用
を
米
軍
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、

そ
の
維
持
の
た
め
に
区
域
外
で
通
常
訓
練
す
る
の

は
当
然
」
と
解
釈
し
て
い
る
〈
□

外
務
省
に
よ
れ
ば

も
、
沖
縄
で
の
少
女
暴
行
事
件
を
契
機
に
「
地
位

協
定
」
「
米
軍
基
地
縮
小
」
問
題
が
論
議
さ
れ
た
C

徳
島
県
と
高
知
県
の
飛
来
件
数
は
、
九
二
年
以

降
逆
転
し
て
い
る
r
a

九
0
年
か
ら
実
態
調
査
、
「
訓

練
反
対
県
民
行
動
委
員
会
」
の
結
成
、
県
議
会
で

の
論
戦
、
現
地
染
会
・
首
相
官
邸
へ
の
中
止
申
し

人
れ
な
ど
、
徳
島
の
住
民
運
動
が
県
議
会
を
支

え
、
議
会
が
知
事
を
突
き
上
げ
る
と
い
う
、
県
民

を
上
げ
て
の
総
行
動
の
成
果
と
分
析
で
き
る
の
で

ょ。,1
 靡
会
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
大
田
正
社
会
党
県

議
は
「
（
反
対
運
動
が
）
う
る
さ
い
と
こ
ろ
は
飛
ば

な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
c

)

―
つ
の
成
果
だ
が
、
根

本
か
ら
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
「
地
位

協
定
の
改
定
」
を
求
め
て
い
く
方
針
。

昨
年
五
月
ご
ろ
か
ら
、
人
品
g
は
中
国
山
地
で
低

空
飛
行
が
頻
繁
に
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、

イ
エ
ロ
ー
・
ル
ー
ト
と
い
う
新
ル
ー
ト
も
で
き
た

と
の
話
も
あ
り
、
訓
練
を
止
め
る
た
め
に
は
「
地

位
協
定
」
の
改
定
を
！
私
た
ち
は
こ
う
訴
え
て

い

る

。

◆

◆

「
地
位
協
定
」
が
許
す
低
空
飛
行

(

6

ペ
ー
ジ
か
ら
）

虞
昨
年
の
十
月
十
四
日
、
高
知
県
の
山
中
に
米

空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
艦
載
機
が
墜
落

し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
七
月
、
朝
日
新
聞
が
米

情
報
公
開
法
に
よ
っ
て
入
手
し
た
資
料
か
ら
、

「
日
本
列
島
に
は
低
空
飛
行
訓
練
の
ル
ー
ト
が
少

な
く
と
も
四
本
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
一
本
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
が
、
紀
伊
半

島
か
ら
四
国
に
か
け
て
の
訓
練
空
域
で
あ
る
。

高
知
の
事
故
は
こ
の
空
域
で
起
こ
っ
た
。
米
軍

は
移
動
と
い
う
名
目
で
、
戦
闘
機
を
列
島
各
地

に
飛
行
さ
せ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
超
低
空
飛

行
訓
練
は
、
戦
場
で
の
戦
闘
を
想
定
し
た
も
の

で
、
単
な
る
移
動
な
ど
で
は
な
く
、
明
ら
か
に

「
訓
練
」
で
あ
る
。
的
の
レ
ー
ダ
ー
を
く
ぐ
る
た

め
、
在
日
米
軍
や
戦
闘
機
が
山
や
谷
の
多
い
山

岳
地
帯
で
、
超
低
空
を
飛
ぶ
訓
練
を
し
て
い
る

わ
け
だ
（
）
高
速
で
、
狭
い
と
こ
と
ろ
飛
ぶ
の
だ

か
ら
危
険
き
わ
ま
り
な
い
。

中
国
山
地
で
も

湯浅一郎●
ピースリンク広島・呉・岩国
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「
低
空
飛
行
訓
練
の
法
的
根
拠
に
な
っ
て
い
る

日
米
地
位
協
定
の
改
定
に
早
急
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
低
空
飛
行
の
即
時
中
止
と
事
故
原
因
の
徹

底
究
明
お
よ
び
そ
の
結
果
報
告
を
米
軍
当
局
に
対

し
て
申
し
入
れ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
」
{
]
墜

落
直
後
の
九
四
年
一
（
）
月
ニ
―
日
に
、
徳
島
県
議

会
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
だ
，
同
県

議
会
で
は
、
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
は
六

度
目
だ
が
、
「
地
位
協
定
の
改
定
」
に
踏
み
込
ん
だ

意
見
書
は
初
め
て
だ
っ
た
ヘ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
は

通
常
訓
練
と
は
射
爆
を
伴
わ
な
い
飛
行
の
す
べ

文
米
軍
が
必
要
と
認
め
れ
ば
、
ど
こ
で
も
自
由

に
低
空
飛
行
訓
練
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
v

米
軍
機
が
墜
落
し
た
直
後
、
橋
本
大
二
郎
高
知

県
知
事
は
、
「
国
際
情
勢
が
変
化
し
た
こ
と
は
事

実
で
、
在
日
米
軍
の
訓
練
や
基
地
を
ど
う
考
え
る

の
か
、
航
空
法
の
適
用
を
受
け
な
い
地
位
協
定
の

あ
り
方
、
と
い
っ
た
問
題
を
公
開
の
場
で
議
論
す

べ
き
だ
」
と
語
り
、
さ
ら
に
「
社
会
党
村
山
政
権

の
真
価
が
問
わ
れ
る
」
と
中
央
ヘ
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
（
J
し
か
し
、
こ
の
発
言
も
「
彼
一
流
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
の
評
価
も
高
知
県
民
に
は
多

い
と
い
う
の
も
、
高
知
県
内
で
の
低
空
飛
行
訓

練
は
減
少
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
園
藤
寿
徳
徳

島
県
知
事
も
、
橋
本
大
二
郎
高
知
県
知
事
も
墜
落

事
故
直
後
、
外
務
省
や
外
務
大
臣
、
村
山
総
理
に

訓
練
の
即
時
中
止
を
申
し
て
い
れ
た
。
さ
ら
に
、

徳
島
県
で
は
米
軍
機
の
飛
来
ご
と
に
、
外
務
省
に

中
止
の
要
請
を
行
い
、
本
年
一

0
月
県
議
会
で

9
 .
.
 ,̀― 

9
[
 

L

て
＂
＇
ィ
、
＇

：＇し字・

¥
9
;
'
l
-

ti竺’¥

ア
ン
ケ
ー
ト
に
十
三
町
村
か
ら
証
言

「
昼
夜
を
問
わ
ず
す
さ
ま
じ
い

爆
音
で
飛
ん
で
い
る
」

騒
音
の
す
ご
さ
だ
け
で
な
ヽ
、
事
故
に
よ
る
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
高
知
の
事
故
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
か
ら
、

広
島
、
岡
山
、
島
根
な
ど
中
国
地
方
で
も
、
同
じ

よ
う
な
低
空
飛
行
を
目
撃
し
た
と
い
う
断
片
的

な
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
中

国
山
地
に
も
中
央
を
東
西
に
横
断
す
る
未
公
表

の
新
し
い
訓
練
ル
ー
ト
が
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

住
民
に
与
え
る
危
険
性
は
測
り
知
れ
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
に
は
事
前
の
通
告

も
な
い
。
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
の

か
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
現
実
の
事
態
を
知
る
に

は
、
訓
練
空
域
の
下
の
自
治
体
の
声
を
聞
く
他

は
な
い
そ
こ
で
、
県
内
の
中
国
山
地
に
位
置
し

て
い
る
自
治
体
や
地
域
住
民
の
声
を
集
め
る
た

め
、
六
月
―
一
七
日
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
っ
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十
三
町
村
で
低
空
飛
行
を
確
認

ア
ン
ケ
ー
ト
は
ま
ず
「
高
知
県
や
徳
島
県
と
同

じ
よ
う
な
低
空
飛
行
の
訓
練
が
当
該
自
治
体
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
出
来
事
は
な
い

か
」
を
聞
い
た
。
あ
る
と
答
え
た
場
合
、
①
市
民

か
ら
の
苦
情
や
目
撃
情
報
の
内
容
、
そ
の
時
の
騒

音
（
と
い
う
よ
り
轟
音
か
？
）
や
事
故
の
危
険
性

に
つ
い
て
の
報
告
内
容
、
②
自
治
体
と
し
て
の
目

撃
情
報
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
や
記
録
の
有
無
、
③

低
空
飛
行
訓
練
と
見
ら
れ
る
飛
行
機
の
写
真
や
ビ

デ
オ
の
有
無
、
④
議
会
や
町
村
会
な
ど
で
こ
の
問

題
が
話
題
に
な
っ
た
り
、
論
議
に
登
っ
た
こ
と
は

な
い
か
、
さ
ら
に
⑤
高
知
県
、
徳
島
県
の
よ
う
に

住
民
の
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、
国
に
対
し
実
態

調
査
と
訓
練
の
中
止
な
ど
を
求
め
た
経
過
が
あ
る

か
な
ど
を
尋
ね
た
》
送
付
し
た
十
七
町
村
す
べ
て

か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
，

低
空
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
と
答
え
た
の

は
十
三
自
治
体
に
の
ぼ
り
、
か
な
り
広
い
範
囲
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
ぐ
「
な
し
」

は
三
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
で
あ
る
し
こ
れ
を

地
図
で
示
す
と
、
広
島
•
島
根
県
境
を
中
心
に
中

乳
牛
の
搾
乳
に
支
障
が
生
じ
た
」
（
筒
賀
村
）
と
い

ぅ
～
加
計
町
で
は
、
「
九
四
年
十
月
十
日
の
運
動
会

の
最
中
、
超
低
空
で
の
西
の
山
か
ら
東
方
向
へ
通

過
。
爆
音
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
楽
し
い
ム
ー
ド
は

吹
き
飛
び
、
一
時
沈
黙
こ
＞
毎
月
二
i
三
回
の
目
撃

情
報
あ
り
」
と
し
て
い
る
r

：
大
朝
町
は
、
学
校
の

子
供
か
ら
音
が
大
き
い
と
苦
情
が
あ
っ
た
が
、
県

の
広
報
公
聴
へ
相
談
し
た
所
、
米
軍
へ
中
止
さ
せ

る
有
効
な
手
段
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
」

作
木
村
は
、
「
昼
夜
を
問
わ
ず
、
山
頂
を
ゴ
ー
と
い

う
す
さ
ま
じ
い
騒
音
で
飛
ん
で
い
る
）
茨
落
ち
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
住
民
の
中
か
ら

も
何
と
か
で
き
な
い
か
と
要
望
が
あ
い
つ
い
で
い

る
。
最
近
で
は
、
週
に
三
回
ぐ
ら
い
飛
ん
で
お
り
、

回
数
が
増
え
て
き
て
い
る
」
と
し
、
戸
河
内
町
は
、

「
上
空
を
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
こ
と
は
時
々
あ

る
が
、
そ
れ
が
低
空
飛
行
な
の
か
、
ま
た
米
軍
機

に
よ
る
も
の
か
は
不
明
」
と
い
う
。
高
宮
町
は
、

初
め
の
回
答
で
は
「
な
い
」
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
私
た
ち
の
記
事
が
中
国
新
聞
に
出
て
か

ら
、
県
境
で
低
空
で
飛
ん
で
い
る
と
い
う
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
と
の
追
加
の
回
答
が
あ
っ
た
0

こ
の
よ
う
に
内
容
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
住
民
か
ら

の
苦
情
や
情
報
は
相
当
あ
る
よ
う
で
あ
る

□し
か

し
飛
行
記
録
な
ど
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
持
っ
て

い
る
自
治
体
は
皆
無
で
、
全
体
と
し
て
自
治
体
は

住
民
か
ら
の
声
を
引
き
出
す
努
力
を
怠
っ
て
い

十
七
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト

る｛）
時
期
、
頻
度
に
つ
い
て
は
統
一
的
で
は
な
い

が
、
ニ
ー
三
年
前
か
ら
（
高
野
町
、
口
和
町
、
比

和
町
）
と
、
九
四
年
か
ら
（
筒
賀
町
）
の
二
つ
に

大
別
さ
れ
る
。
四
国
ル
ー
ト
が
九
十
年
以
前
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
ご
く

最
近
に
な
っ
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
と
し

て
中
国
山
地
が
あ
る
よ
う
だ
3

議
会
な
ど
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
君
田
村
、

作
木
村
の
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た
c

／
作
木
村
で
は
、

議
会
で
も
二
、
三
回
協
議
さ
れ
て
お
り
、
九
四
年

十
二
月
の
議
会
の
一
般
質
問
で
問
題
に
さ
れ
、
村

長
は
「
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
様
な
不
安
を
持
つ
県
北
―
一
帯
の
町
村
と

連
携
し
、
中
止
申
し
入
れ
を
含
め
、
対
応
を
協
議

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る
c

廷
筒
賀
村
は
、
住

民
か
ら
の
苦
情
を
う
け
て
広
島
防
衛
施
設
局
に
電

話
に
よ
り
申
し
入
れ
を
行
っ
た
（
『
君
田
村
、
加
計

町
、
大
朝
町
、
千
代
田
町
な
ど
で
は
、
〈
刀
俊
に
つ

い
て
は
、
議
会
あ
た
り
と
協
議
し
な
が
ら
、
状
況

に
よ
り
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
答
え

た。
七
月
三
一
日
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
マ
ス
コ

ミ
発
表
し
、
九
月
十
三
日
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
十
七
自
治
体
の
首
長
と
議
会
の
双
方
に
郵
送

し
、
実
態
調
査
と
国
へ
の
中
止
申
し
入
れ
を
す
る

ょ
う
求
め
た
要
請
書
を
提
出
し
た
っ

r
 
・ヽ

国
山
地
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し

か
も
総
合
的
に
考
え
る
と
布
野
村
の
よ
う
に

「
有
る
」
は
ず
と
し
か
思
え
な
い
地
域
も
あ
る
。

主
な
目
撃
情
報
は
次
の
と
お
り
だ
。
口
和
町

は
「
苦
情
を
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

ち
ょ
う
ど
庁
舎
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
の
で
目

撃
者
は
多
い
」
と
し
、
確
認
し
て
い
る
コ
ー
ス
を

地
図
で
示
し
、
「
機
影
が
は
っ
き
り
見
え
、
か
な

り
の
轟
音
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
君
田
村
で
は
、

「
判
官
山
上
空
を
一
機
！
四
機
程
度
が
、
布
野
村

か
ら
口
和
町
へ
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
飛
ん
で
い

る
」
と
し
飛
行
ル
ー
ト
が
あ
る
程
度
わ
か
っ
て

い
る
。
比
和
町
で
は
、
「
突
如
、
騒
音
と
は
言
え

な
い
轟
音
か
爆
音
か
と
も
思
え
る
よ
う
な
ひ
ど

い
音
で
、
瞬
間
時
に
通
過
し
て
い
く
。
す
ぐ
さ
ま

同
様
に
ニ
ー
三
機
が
追
っ
て
い
く
。
気
に
な
り

始
め
た
の
は
、
広
島
新
空
港
が
開
講
し
た
頃
か

ら
だ
と
い
う
住
民
の
声
が
あ
る
（
と
す
る
と
九

三
年
十
月
頃
か
ら
）
。
時
に
は
、
つ
い
頭
を
抱
え

込
む
よ
う
な
恐
さ
を
感
じ
る
。
家
の
中
に
い
て

も
屋
根
の
上
に
落
下
す
る
の
で
は
と
思
う
こ
と

も
あ
る
。
｝
米
子
|
岩
国
間
を
飛
行
し
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
」
ま
た
こ
れ
ま
で
に
も
何

度
も
あ
り
、
家
が
振
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
」
（
西
城
町
）
、
「
六
月
三
十
日
、
乳
牛

飼
育
者
よ
り
筒
賀
村
と
吉
和
村
の
村
境
に
お
け

る
山
あ
い
で
の
超
低
空
飛
行
に
よ
る
騒
音
で
、

芸
窪
澤
筒
賀
国
に
対
応
要
望

反
核
市
民
団
体
ビ
ー
ス
リ
ン
一
「
あ
る
」
と
回
各
し
た
の
は
比
な
闘
に
つ
い
亙
、
「
低
空
ま
た
母
，
Ill．りがと

斤

ク
腐
・
只
四
国
（
―
-
平
団
一
唇
西
城
、
比
和
、
ほ
野
、
口
飛
行
の
騒
育
で
llT乳
に

斎

が

合

を

＋

月

の

2

葬

化
）
は
＿
二
十
一
日
、
来

m磯
の
和
、
双
三
郡
君
田
、
作
木
、
[
[
出
た
と
い
う
苦
情
が
虔
家
か
つ
験
性
な
ど
を
ぷ
会
で
取
り

低
空
飛
行
訊
練
に
つ
い
て
梨
北
田
郡
梵
土
鬼
｀
U
J
靡
大
朝
、
寄
せ
図
い
た
」

(

E

賀
村
）
、
た
l

)

と
の
あ
双
の
ぱ
パ

の
町
村
に
実
庫
し
た
ア
ン
ケ
ー
筒
賀
、
加
計
の
十
町
q
山
収
砂
鳩
上
空
を
飛
ん
で
い
る
」
作
合
だ
け
．
国
を
‘
―
ハ

も
＂
を
発
表
し
た
。
郡
一

P
河
内
町
は
米
霞
親
か
と
つ
（
口
和
町
）
、
「
す
さ
再
し
い
応
に
つ
い
て
は
、

E
"
"

E

中
国
山
池
で
米
霞
ぼ
の
低
空
か
は
不
明
と
し
な
が
店
「
砕
騒
慈
、
村
民
か
足
ん
と
か
り
＾
に
灼
酪
施
設
＂

'
,
‘
:
9
9
,
·
9

、

·
9

i
t
、

9
:
'
`
‘
,
.
3
,
9

t
t

,
'
:
9
9
!
!
,
9
1
,
'
‘

ヽ
'
9
9

湯
｀
·
1
1
丈
~
9
q

十
月
に
入
り
、
広
島
防
衛
施
設
局
（
十
六
日
）
、

広
島
県
(
+
八
日
）
へ
相
次
い
で
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
県
は
、
地
元
町
村
の
協
力
を
求
め
て
、

実
態
の
把
握
を
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
や
や

前
向
き
の
回
答
を
し
て
い
る
。
十
一
月
一
二
日
に

は
、
「
現
地
を
見
て
ま
わ
る
会
」
を
行
う
予
定
で
、

二
連
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

十
月
十
九
日
の
「
高
知
新
聞
」
に
よ
る
と
、
全

国
に
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
に
い
た
る
ま

で
八
本
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
高
知
で

起
き
た
よ
う
な
事
故
の
危
険
に

H
々
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
）
日
米
安
保
の
差
別
性
を
象
徴
す
る
現

実
が
、
全
国
の
山
間
の
地
域
に
存
在
し
て
い
る
。

被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
で
の
実
態
を
系
統
的

に
浮
き
彫
り
に
し
、
関
係
自
治
体
が
横
に
連
絡

を
と
っ
て
政
府
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
が
緊
急
に

必
要
で
あ
る
。
）
私
た
ち
は
中
国
山
地
の
低
空
飛

行
に
こ
だ
わ
り
た
い
が
、
全
国
各
地
の
実
態
を

調
べ
て
い
く
こ
と
も
、
全
国
運
動
と
し
て
の

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
◆
◆
 

た

［ロニ］低空飛行の報告があった自治体

--⇒  三次、市、~:｀へど9,j
岡

島根県
低空飛行に関する

情報を寄せてください。
目撃情報、爆音体験、ウワサ、何でも結構

です。情報を寄せて下さい。

特に飛行ルートにあたる、東北、北海道、

九州の皆さん、心当たりはありません

か？ （キャッチピース）

「朝日新聞J（広島版95.8.1)
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璽地位協定と市民

墜
落
事
故
、
不
時
着
、
落
下
物
事
故
、
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
、
燃
料
放
出
等
々
、
米
軍
機
が
日
本
国

内
を
飛
行
す
る
限
り
私
た
ち
は
常
に
さ
ま
ざ
ま

な
危
険
と
と
と
な
り
あ
わ
せ
で
あ
る
し
か
し

基
地
か
ら
少
し
離
れ
だ
と
こ
ろ
に
住
む
人
々
は
、

日
頃
そ
れ
ら
の
危
険
を
意
識
し
な
が
ら
生
活
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
C

し
か
し
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
り
、
人
々
が

巻
き
添
え
と
な
っ
た
時
、
私
た
ち
は
原
因
の
真

相
究
明
と
公
正
な
解
決
を
阻
む
「
地
位
協
定
」
の

壁
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
（
，
そ
の
も
っ
と
も

い
た
ま
し
い
事
例
が
、
十
八
年
前
横
浜
市
郊
外

の
静
か
な
住
宅
地
で
起
こ
っ
た
）

き
た
自
衛
隊
ヘ
リ
は
地
面
に
う
ず
く
ま
る
火
膨

れ
の
被
害
者
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
一
一
人
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
み
を
救
助
し
て
飛
び
去
っ
た
（
日
米

間
遭
難
時
相
互
救
助
協
定
）
。
そ
の
直
後
に
き
た

米
軍
も
被
害
者
に
は

H
も
く
れ
ず
に
墜
落
現
場

か
ら
日
本
人
を
閉
め
出
し
た
）
そ
し
て
日
本
の

警
察
は
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
現
場
検
証
を
た
だ

見
て
い
る
だ
け
…
。
結
局
事
故
原
因
究
明
の
決

め
手
の
エ
ン
ジ
ン
そ
の
他
の
部
品
は
米
軍
が
基

地
へ
持
ち
去
り
本
国
へ
°
事
故
の
真
相
究
明
は

さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
被
害
者
の
一
人
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

米
兵
を
業
務
上
過
失
致
死
で
訴
え
た
が
、
「
公
務

中
の
米
軍
人
が
起
こ
し
た
罪
に
関
す
る
第
一
次

裁
判
権
は
米
国
に
あ
る
」
（
地
位
協
定
第
一
七
条

三
項
（

a）
)
と
し
て
不
起
訴
処
分
に
な
っ
た
。

事
故
の
再
発
防
止
を
実
現
す
る
「
平
和
的
生
存

権
」
は
侵
害
さ
れ
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
◆
◆
 

一
九
七
七
年
九
月
二
十

七
日
午
後
一
時
、
日
頃
米

軍
基
地
を
ほ
と
ん
ど
意
識

す
る
こ
と
も
無
か
っ
た

人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
大
惨

事
が
横
浜
市
緑
区
（
現
在
青

葉
区
）
荏
田
町
で
発
生
し
た
。
＞
空
母
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
の
艦
載
機
R
F
4
B
フ
ァ
ン
ト
ム
偵
察
機

が
厚
木
基
地
を
発
進
し
て
間
も
な
く
エ
ン
ジ
ン
火

災
を
起
こ
し
て
墜
落
、
被
害
は
死
者
三
名
(
-
オ

と
一
ニ
オ
の
男
の
子
の
兄
弟
。
そ
し
て
四
年
半
の
闘

病
生
活
後
に
無
く
な
っ
た
母
親
）
、
重
傷
二
名
、
軽

傷
四
名
、
全
半
焼
家
屋
四
棟
に
及
ん
だ
へ
）

か
っ
た

原
因
究
明
は
な
さ
れ
ず

刑
事
責
任
も
問
わ
れ
な

横
浜
緑
区
の
場
合

_

_

 

母
子
三
人
の
生
命
を
奪
う

． 

山中悦子●
編集部

横浜・緑区

全
長
一
八
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
二
六
ト
ン
も
の

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
最
大
ス
ピ
ー
ド
で
地
面
に
激
突
、

爆
発
・
炎
上
の
ド
ラ
ム
缶
六
五
本
分
満
タ
ン
の

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
地
面
を
這

い
、
家
を
焼
き
、
宅
地
造
成
作
業
中
の
人
々
や
通

行
人
を
襲
っ
た
。
こ
の
事
故
は
被
害
の
大
き
さ
と

米
軍
に
よ
る
事
故
の
特
異
性
に
お
い
て
今
も
私
た

ち
の
記
憶
に
新
し
い
。
勝
落
事
故
直
後
に
や
っ
て

国
防
総
省
〈
日
米
安
保
報
告
〉
よ
り

................................................................................. ~ス

I
低

空

飛

行

訓

練

」

は

ヒ
~
チキ

血
四
止
の
鍵
を
な
す
軍
事
行
動
[
[

~
●
今
年
三
月
一
日
、
米
国
防
総
省
が
議
会
に
提
出
地
任
務
の
大
半
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
~
f
l
J

[
し
た
「
日
米
安
保
報
告
」
は
、
日
本
国
内
で
行
う
訓
米
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
絶
え
ず
練
度
の
向
上
と
維
~
月

~
練
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
；
訓
練
は
そ
れ
自
持
に
努
め
る
こ
と
は
、
死
活
的
に
重
要
な
要
請
で
あ
~

~
体
が
「
抑
止
の
鍵
」
を
な
す
軍
事
行
動
で
あ
る
、
と
り
、
一
定
量
の
低
空
飛
行
訓
練
の
実
施
は
こ
の
目
的
~

~
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
に
照
ら
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
地
面
近
く
を
飛
行
す
~

~
采
軍
の
訓
練
活
動
]
日
本
国
内
及
び
周
辺
で
行
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
生
還
の
可
能
性
を
~

~
わ
れ
る
米
軍
の
訓
練
活
動
は
、
迅
速
か
つ
持
続
的
高
め
、
任
務
成
功
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
~

~
な
戦
闘
行
動
に
対
す
る
準
備
を
万
全
に
整
え
る
上
る
。
（
略
）

~
で
死
活
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
訓
練
は
抑
止
在
日
米
軍
は
一
般
市
民
の
安
全
に
常
に
最
大
限
配
~

~
の
鍵
と
な
る
要
棄
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
慮
し
つ
つ
、
米
軍
の
活
動
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
~

~
に
お
い
て
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
平
和
と
安
全
を
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
~

~
促
進
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
基
礎
を
な
す
払
っ
て
き
た
。
日
本
国
内
お
よ
び
周
辺
に
お
け
る
低
~

~
も
の
で
あ
る
。
目
に
見
え
る
、
実
際
的
な
、
米
軍
空
飛
行
の
安
全
記
録
は
非
常
に
良
好
で
あ
る
。
こ
れ
~

~
単
独
お
よ
び
日
米
共
同
の
訓
練
は
、
米
国
の
戦
略
は
、
秀
逸
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
実
際
的
な
訓
練
に
~

~
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
高
水
準
の
即
応
態
勢
の
た
ま
も
~

~
●
さ
ら
に
同
報
告
書
は
「
低
空
飛
行
訓
練
」
に
つ
い
の
で
あ
る
。
航
空
機
が
関
与
す
る
事
故
や
事
件
は
稀
~

~
て
も
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
で
あ
る
。
も
し
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
安
全
に
対
す
る
~

~
面
空
飛
行
（
L
L
F
)
]
こ
れ
は
日
米
安
保
条
約
一
般
の
心
配
は
高
ま
る
。
し
た
が
っ
て
米
軍
は
、
一
~

~
の
目
的
、
す
な
わ
ち
日
本
の
防
衛
と
地
域
の
安
定
貫
し
て
安
全
お
よ
び
生
命
と
財
産
の
保
護
を
最
優
先
~

~
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
支
援
す
る
た
め
の
即
し
て
い
る
。

~
応
力
を
維
持
す
る
た
め
の
訓
練
で
あ
る
。
効
果
を
●
低
空
飛
行
訓
練
は
、
米
軍
の
「
攻
撃
能
力
」
の
向
上
~

~
上
げ
る
た
め
に
は
、
厳
し
く
、
高
度
で
か
つ
可
能
の
た
め
に
、
実
戦
を
想
定
し
て
行
‘
？
も
の
だ
と
い
う
。
日
~

~
な
限
り
実
際
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
政
府
が
い
う
「
通
常
の
飛
行
」
や
「
移
動
」
な
ど
で
は
~

~
長
年
に
わ
た
り
、
日
本
の
防
衛
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
を
、
米
軍
自
身
が
語
っ
て
い
る
の
だ
。
~

~
お
お
ま
か
に
言
ス
ば
米
国
は
攻
撃
日
本
は
防
御
さ
ら
に
「
安
全
」
へ
の
認
識
は
、
コ
ー
ス
下
で
暮
ら
す
~

~
の
責
任
を
分
担
す
る
と
い
う
合
意
が
存
在
す
る
。
人
々
の
不
安
と
決
定
的
に
か
け
な
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
~

~
こ
の
よ
う
な
防
衛
協
力
の
方
法
の
―
つ
の
結
果
と
（
編
集
部
・
田
巻
一
彦
）
~

~
し
て
、
米
軍
は
日
本
防
衛
の
た
め
に
必
要
な
空
対
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璽地位協定と市民

在
日
米
軍
は
決
し
て
「
治
外
法
権
」
の
権
利
を

得
て
い
る
訳
で
は
な
い
し
、
「
地
位
協
定
」
に
は

そ
の
よ
う
な
表
現
は
全
く
な
い
。
～
し
か
し
時
に
そ

れ
に
近
い
よ
う
な
「
権
利
の
乱
用
」
が
見
ら
れ
る

の
は
、
彼
ら
が
「
日
本
国
の
安
全
に
寄
与
し
、
並

び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維

問
わ
れ
る
べ
き
政
治
の
怠
慢

現
在
の
日
本
に
は
パ
ス
ホ
ー
ト
を
持
た
ず
、
税

関
を
通
ら
ず
来
日
し
、
そ
の
ま
ま
居
住
を
続
け
て

い
る
ア
メ
リ
カ
人
が
約
六
万
人
い
る
彼
ら
は
外

交
官
で
も
難
民
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

軍
人
あ
る
い
は
軍
属
（
軍
隊
で
働
い
て
い
る
文

民
）
で
あ
る
長
い
世
界
史
の
中
で
も
こ
の
半
世

紀
に
特
有
な
現
象
だ
が
、
日
本
な
ど
西
部
の
独
立

国
は
、
現
在
外
国
軍
隊
の
自
国
領
土
へ
の
長
期
駐

留
を
合
法
化
し
て
い
る
。
米
軍
駐
留
の
権
利
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
安
保
条
約
に
明
記
（
第
六
条
）

さ
れ
て
い
る
が
、
受
入
国
で
あ
る
日
本
国
内
に
お

い
て
は
、
米
軍
の
駐
留
に
よ
っ
て
実
は
様
々
な
法

的
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
c

普
通
の
外
国
人
労
働
者
と
違
い
、
外
国
か
ら
指

揮
を
受
け
組
織
と
し
て
行
動
す
る
軍
人
の
場
合

は
、
日
本
の
国
内
法
と
の
整
合
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
別
に
取
極
め
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
例

え
ば
軍
隊
は
「
危
険
物
」
を
積
ん
で
大
規
模
に
国

れ
る
即
応
性
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
法

に
よ
る
「
拘
束
」
か
ら
免
除
さ
れ
る
と
い
う
了
解

が
あ
る
こ
し
か
し
実
は
こ
れ
は
口
実
で
、
完
全
な

平
時
の
場
合
で
も
米
軍
は
こ
の
特
権
を
享
受
し
て

い
る
つ

(

B

)

に
よ
る
「
特
権
」
が
典
型
的
に
表
れ
て
い

る
の
は
、
米
軍
機
に
対
す
る
日
本
の
航
空
法
の
適

用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
位
協
定

に
は
一
応
国
内
法
を
「
尊
重
」
す
る
義
務
は
書
い

て
あ
る
（
第
十
六
条
）
が
、
罰
則
は
な
い
へ
｝
米
軍

機
は
日
本
の
空
を
い
か
な
る
場
所
、
い
か
な
る
方

法
で
「
飛
行
」
し
て
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

日
本
の
航
空
管
制
も
法
的
に
は
彼
ら
に
い
か
な
る

制
約
も
加
え
ら
れ
な
い
。
最
近
日
本
の
山
間
部
で

米
軍
機
の
超
低
空
飛
行
訓
練
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、

住
民
や
自
治
体
が
再
三
再
四
中
止
を
要
請
し
て
い

る
が
、
日
本
政
府
が
何
ら
法
的
措
置
が
取
れ
な
い

の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

守
る
の
は

「
戦
う
軍
隊
」

内
を
「
移
動
」
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
そ
の

時
の
事
故
の
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
？
ま
た
国

内
の
危
険
物
取
り
扱
い
法
令
と
の
関
係
は
？
そ
も

そ
も
在
日
米
軍
に
対
す
る
税
金
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？
そ
の
他
様
々
な
行
政
的
・
法
的
な
事

柄
を
規
定
す
る
の
が
「
在
日
米
軍
の
地
位
に
関

す
る
協
定
」
で
、
こ
れ
は
安
保
条
約
第
6
条
を
根

拠
に
日
米
両
政
府
で
一
九
六
〇
年
に
合
意
さ
れ

た
（
国
会
で
も
批
准
）
も
の
で
あ
る
，
」
在
日
米
軍

（
人
）
の
地
位
や
特
権
、
国
内
法
の
適
用
範
囲
な

ど
法
的
な
こ
と
は
安
保
条
約
で
な
く
、
み
ん
な
こ

の
「
地
位
協
定
」
の
方
に
書
か
れ
て
い
る
(
'

お
よ
そ
二
万
字
の
こ
の
協
定
は
一
見
ほ
と
ん
ど

の
こ
と
を
網
羅
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
の
運

用
で
は
曖
昧
な
こ
と
、
ま
た
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

持
に
寄
与
す
る
」
（
安
保
条
約
第
6
条
）
た
め
に
駐

留
す
る
軍
隊
で
あ
る
と
い
う
名
目
に
よ
る
っ
そ
し

て
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
冷
戦
と
い
う
事

実
、
強
大
な
極
東
ソ
連
軍
の
存
在
を
背
景
に
し
て

ヽ
こ
c-

し

t
(

A

)

か
ら
生
じ
る
矛
盾
も
様
々
だ
つ
例
え
ば
現

在
の
日
本
国
憲
法
の
体
系
で
は
い
わ
ゆ
る
ス
パ
イ

防
止
法
を
制
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
か

し
ア
メ
リ
カ
に
は
そ
れ
が
あ
る
之
9

そ
の
た
め
ア
メ

リ
カ
側
の
不
安
（
？
）
を
解
消
す
る
た
め
日
本
は

在
日
米
軍
の
「
軍
事
機
密
」
を
守
る
た
め
の
法

律
、
地
位
協
定
実
施
に
伴
う
「
刑
事
特
別
法
」
を

制
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
＞
も
ち
ろ
ん
米
軍
だ

け
が
対
象
と
は
い
え
、
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
今
年
十

月
毎
日
新
聞
記
者
沖
縄
の
基
地
に
「
不
法
侵
入
し

た
」
と
し
て
が
逮
捕
さ
れ
た
。
安
保
と
憲
法
の
二

重
構
造
と
い
う
、
戦
後
日
本
に
特
有
な
矛
盾
の
根

源
は
こ
の
「
地
位
協
定
」
に
あ
る
。

日
本
政
府
は
地
位
協
定
の
改
定
は
「
相
手
の
あ

る
こ
と
だ
か
ら
」
（
野
坂
官
房
長
官
）
困
難
と
い

っ
て
い
る
が
、
第
二
七
条
に
は
「
い
ず
れ
の
政
府

も
、
こ
の
協
定
の
い
ず
れ
の
条
に
つ
い
て
も
そ
の

改
正
を
い
つ
で
も
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
明
記
し
て
あ
る
。
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
た

だ
の
一
度
も
そ
の
要
請
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
政

府
の
怠
慢
こ
そ
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
◆

「
有
事
」

に
必
要
な
「
地
位
」

青
木
雅
彦
●
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議

事
柄
、
何
よ
り
憲
法
や
国
内
法
と
の
矛
盾
点
は

多
い
。
そ
の
原
因
は
「
地
位
協
定
」
の
適
用
さ

れ
る
相
手
（
集
団
）
が
(

A

)

米
国
内
法
の
適
用

が
優
先
さ
れ
る
米
国
人
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も

(

B

)

彼
ら
は
「
有
事
」
に
対
応
す
る
軍
人
で
あ

る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。

例
え
ば
今
回
の
少
女
暴
行
事
件
の
犯
人
引
き

渡
し
が
遅
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
日
本
の

拘
留
制
度
を
侶
用
し
て
い
な
い
た
め
、
地
位
協

定
に
そ
の
よ
う
な
規
定
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
）
こ
れ
は
(

A

)

か
ら
生
じ
る
問
題
点
：
ま

た
「
公
務
」
中
の
軍
人
に
は
日
本
に
裁
判
権
す
ら

な
い
の
は
、
米
軍
に
と
っ
て
重
要
な
作
戦
任
務
を

遂
行
す
る
軍
人
が
日
本
側
に
拘
束
さ
れ
て
い
て

は
、
イ
ザ
有
事
の
時
に
役
に
立
た
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
(

B

)

の
点
は
自
衛
隊
も
同
じ
だ
が
、
在
日

米
軍
は
一
度
も
戦
争
を
し
た
こ
と
が
な
い
自
衛

隊
と
違
い
、
中
東
な
ど
紛
争
の
場
に
即
投
入
さ

一
九
九
五
年
十
月
二
八
日

脱
軍
備
｀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

1
9
9
9
9
,
1
i
!

,

1

1

'

,

1

9

,

1

 

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
殿
スピ

ム

ル

ロ

ア

で

の

再

度

の

一

核

実

験

強

行

に

抗

議

す

る

チ

ッヤキ刊月

十
月
二
八
日
の
早
朝
八
時
（
日
本
時
間
）
、
貴
国
が
再
開

後
三
回
目
の
核
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
に
、
私
た
ち
は
戦

慄
と
強
い
怒
り
を
覚
ス
て
い
ま
す
。
九
月
六
日
に
貴
国
が

核
実
験
を
再
開
し
て
か
ら
、
日
本
、
そ
し
て
全
世
界
に
怒

り
と
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
も
ち
ろ
ん
ご

存
知
の
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
あ
ス
て
二
度
ま
で
無
視
し
、

核
実
験
を
強
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
で
し
ょ

う
か
。「
核
抑
止
力
を
持
つ
た
め
」
「
核
実
験
を
止
め
る
た
め
の

実
験
」
「
自
国
の
防
衛
を
優
先
さ
せ
る
」
ヘ
ジ
ど
の
理
由
も
、
全

世
界
の
抗
議
の
声
、
怒
り
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
理
由
が
、
実
は
説
得
力
に
欠

け
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
論
理
的
破
綻
を
よ
ん
で
い

る
こ
と
の
証
左
で
す
。

貴
国
が
、
言
い
出
し
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
、
と
思
っ
て

い
る
と
し
た
ら
ま
ち
が
い
で
す
。
と
も
か
く
理
性
の
目
を

開
き
、
世
界
の
状
況
を
見
据
ス
て
下
さ
い
。
そ
し
て
今
、

世
界
に
平
和
を
も
た
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
共

に
考
ス
ま
し
ょ
う
。
武
力
に
よ
っ
て
、
平
和
は
も
た
ら
せ

な
い
こ
と
は
、
多
く
の
過
去
の
、
現
在
の
事
例
が
示
し
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
だ
ち
に
核
実
験
を
中
止
し
、
ム
ル
ロ
ア
そ
し
て
フ
ァ

ン
ガ
タ
ウ
フ
ァ
の
実
験
場
の
包
括
的
環
境
調
査
の
開
始
、

そ
の
場
に
生
活
す
る
人
々
へ
の
償
い
の
藩
手
を
表
明
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
勇
気
あ
る
、
人
類
の
未
来
へ

の
信
頼
と
確
信
を
と
り
も
ど
す
道
で
す
。

の
特
権

15 1988年6月18日第三種藪便物認可（通誉115号） No、36 1995.10.20 月刊キャッチピース No.36 1995.10、20 1988年6月18日第三種酪便物認可（通誉115号） 14 



米
海
軍
佐
世
保
基
地
は
、
佐
世
保
港
を
取

り
巻
く
よ
う
に
施
設
を
配
備
し
て
い
る
。
旧

軍
以
降
も
、
港
湾
設
備
の
大
半
を
占
領
時
代

か
ら
継
続
し
て
米
軍
に
接
取
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
佐
世
保
市
経
済
の
発

展
に
と
っ
て
最
大
の
阻
害
要
因
で
あ
る

一
部
施
設
の
返
還
は
あ
っ
た
が
、
主
要
設

備
・
地
区
は
依
然
占
領
時
代
そ
の
ま
ま
の
状

態
が
続
い
て
い
る

米
軍
基
地
の
な
か
で
最
大
の
面
積
を
占
め

て
い
る
の
が
、
前
畑
弾
薬
庫
、
針
尾
弾
薬
庫

と
赤
崎
・
元
船
・
庵
崎
・
横
瀬
の
各
貯
油
所

な
ど
で
あ
り
、
佐
世
保
基
地
は
米
海
軍
第
七

艦
隊
の
行
動
を
支
え
る
補
給
基
地
と
し
て
朝

鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
湾
岸
戦
争
な
ど
を
支
え
て

き
た
）
佐
匪
保
市
内
に
存
在
す
る
基
地
の

律
（
道
路
運
送
法
、
火
薬
取
締
規
制
、
同
省

令
）
に
従
え
ば
、
到
底
弾
薬
を
積
載
し
た
車

両
は
通
行
で
き
な
い
所
で
あ
る
。
こ
の
住
宅

に
近
接
し
た
弾
薬
庫
に
二
万
ト
ン
に
近
い
弾

薬
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
、
ブ
私
た
ち
が

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
弾
薬
貯
蔵
施
設
（
ト
ン

ネ
ル
）
の
入
り
口
に
は
「
マ
ス
ク
着
用
」
「
防

護
服
着
用
」
な
ど
の
マ
ー
ク
を
書
い
た
標
識

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
ま

た
、
同
施
設
の
敷
地
内
に
は
艦
船
搭
載
用
の

ミ
サ
イ
ル
を
収
納
す
る
コ
ン
テ
ナ
多
数
が
積

み
上
げ
て
あ
る
の
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
の
身
近
で
市
民
の
し
ら
な
い
う
ち
に
高

性
能
の
弾
薬
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。佐
世
保
市
内
の
も
う
―
つ
の
弾
薬
貯
蔵
施

設
に
針
尾
弾
薬
集
積
所
が
あ
る
（
し
こ
こ
は
市

街
地
か
ら
は
な
れ
た
入
江
の
奥
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
監
視
の
目
も
行
き
と
ど
か
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
数
年
施
設
の
整

備
が
進
み
、
砲
弾
な
ど
の
再
生
処
理
を
行
う

工
場
が
稼
働
し
始
め
た
模
様
で
、
不
良
弾
栗

の
爆
破
処
理
な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
艦
船
搭
載
用
と
思
わ
れ
る
砲

弾
な
ど
の
う
ち
、
使
用
期
限
が
来
た
も
の
の

火
薬
を
交
換
し
、
古
く
な
っ
た
火
薬
は
屋
外

で
「
燃
や
す
」
作
業
で
、
日
本
各
地
や
韓
国

住
宅
地
に
隣
接
す
る
弾
薬
坤

か
ら
弾
薬
輸
送
艦
で
定
期
的
に
持
ち
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
3

弾
薬
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
音
響
で
対
岸
の
住
宅
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ

る
被
害
が
発
生
し
た
り
、
一
回
の
処
理
弾
薬

最
を
間
違
え
た
た
め
土
石
類
を
周
辺
の
居
住

地
域
に
ま
で
飛
ば
す
な
ど
、
周
辺
住
民
に
不

安
を
与
え
て
い
る
こ
ま
た
、
時
間
に
よ
っ
て

は
、
漁
か
ら
帰
っ
て
寝
付
い
た
ば
か
り
の
漁

村
の
人
の
睡
眠
を
妨
げ
る
な
ど
、
被
害
が
広

が
り
始
め
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
佐
匪
保
の
行
政
当
局
は

苦
情
が
出
た
ら
調
査
に
出
る
程
度
の
対
策
し

か
お
こ
な
わ
ず
、
お
ざ
な
り
な
騒
音
測
定
を

行
っ
て
は
恐
る
恐
る
米
軍
基
地
司
令
官
に

「
善
処
」
を
申
し
人
れ
る
程
度
で
、
真
剣
に
対

策
を
考
え
よ
う
と
す
る
様
子
は
見
か
け
ら
れ

な
い
。

佐世保湾の米軍施設

中
で
前
畑
弾
薬
叫
は
住
宅
地
に
隣
接
し
た
位

置
に
あ
る
]
]
取
も
近
く
の
住
宅
か
ら
弾
薬
貯

蔵
施
設
の
入
り
口
ま
で
は
わ
ず
か
二

0
)
0

メ
ー
ト
ル
も
な
い
ま
た
、
弾
薬
廂
の
あ
る

人
江
の
一
五
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
対
岸
に
は

造
船
所
や
倉
庫
群
が
あ
り
日
中
は
多
数
の
人

が
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
弾
薬
庫
に
通

じ
る
道
路
は
狭
く
、
大
型
車
同
士
の
離
合
に

も
不
便
を
き
た
す
ほ
ど
で
あ
る
3

日
本
の
法

米典出

り

載
ラ
紀

プ
よ
夕

9
j

ス

軍

マ

米

設
日
施

在

頂
た
海
え
保

・し

r
3世
と
佐
去
部
開

洋

公

平

報

太

情

軍r術
著

技

道

設
宏
施
林
軍
梅
海

今
年
九
月
三

0
日
付
け
で
ホ
イ
ッ
ト

ビ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
級
の
揚
陸
艦
フ
ォ
ー
ト
・

マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
が
佐
世
保
基
地
に
配
備
さ
れ

近
代
化
す
る
揚
陸
艦
隊
と
佐
世
保

た
。
こ
れ
で
佐
世
保
を
事
実
上
の
母
港
と
す

る
揚
陸
艦
は
四
隻
と
な
り
、
ア
ジ
ア
で
最
強

の
近
代
化
さ
れ
た
揚
陸
艦
隊
が
編
成
さ
れ
た
。

沖
縄
の
第
三
海
兵
遠
征
軍
と
、
岩
国
の
海
兵

隊
航
空
団
（
ハ
リ
ア
ー
戦
闘
機
部
隊
）
を
遠
く

は
ア
フ
リ
カ
に
ま
で
緊
急
投
入
す
る
部
隊
編

成
が
完
了
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
米

安
保
条
約
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
見
直
し
」
を
先

取
り
し
た
配
備
で
あ
る
。

こ
の
「
近
代
化
」
に
合
わ
せ
、
佐
世
保
基
地

に
合
計
五
隻
の
ホ
バ
ー
型
揚
陸
艇

(
L
C
A

C
)
が
持
ち
こ
ま
れ
た
。

L
C
A
C
は
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
て
海
上
を
浮

上
航
行
し
、
そ
の
ま
ま
上
陸
・
揚
陸
で
き
る
と

い
う
最
新
型
の
揚
陸
艇
で
、
現
在
ま
で
に
五

十
隻
以
上
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
、

L

C
A
C
の
保
守
点
検
は
、
グ
ア
ム
で
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
グ
ア
ム
の
施
設
が
一
部

縮
小
に
な
っ
た
た
め
、
昨
年
か
ら
佐
世
保
で

整
備
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
整
備
作
業

は
L
C
A
Cを
陸
上
に
上
げ
て
エ
ン
ジ
ン
テ

ス
ト
を
行
う
が
、
航
空
機
と
同
じ
エ
ン
ジ
ン

を
フ
ル
回
転
し
て
行
う
テ
ス
ト
の
際
発
生
す

(

2

2

ペ
ー
ジ
上
段
へ
）
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私
た
ち
「
ピ
ー
ス
・
チ
ェ
イ
ン
・
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
」
は
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
だ
。
「
代

表
」
も
「
事
務
局
長
」
も
い
な
い
（
作
る

必
要
も
な
い
）
し
、
会
則
も
な
い
。
そ
の

「
い
い
か
げ
ん
さ
」
が
持
ち
味
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
た
ま
に
「
議
論
が
足
り
な
い
」

と
言
わ
れ
た
り
も
す
る
。
何
と
答
え
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
二
～
「
で
も
、
こ
の
『
不
定
型
』

さ
の
責
任
は
し
つ
か
り
分
か
ち
持
っ
て
い

〈
「
い
い
か
げ
ん
さ
」
の
強
さ
と
弱
さ
〉

取
り
戻
し
た

「
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ら
シ
ラ
ク
大
統
領

に
手
紙
を
書
き
ま
す
」
ー
南
麻
布
の
フ
ラ

ン
ス
大
使
館
前
で
ビ
ザ
申
請
に
来
て
い
た

人
に
そ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
の
は
去
る
六

月
二
六
日
ヒ
ー
ス
・
チ
ェ
イ
ン
・
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
初

め
て
の
抗
議
行
動
の
と
き
の
こ
と
ふ
だ

ん
の
「
孤
独
な
」
（
？
）
抗
議
に
慣
れ
っ
こ

に
な
っ
た
身
に
は
本
当
に
心
強
い
言
葉

だ
っ
た
こ
の
日
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
は
、
ニ

人
を
中
に
入
れ
て
コ
ー
ビ
ー
を
ふ
る
ま
い
、

話
を
す
る
「
余
裕
」
が
ま
だ
あ
っ
た
の
だ

が
、
今
は
「
立
ち
入
り
禁
止
」
の
で
か
い

看
板
が
一
方
通
行
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し

て
い
る
だ
け
だ
そ
れ
は
、
今
も
そ
の
前

実
に
近
づ
い
て
い
る
」
ー
人
間
に
よ
る
地

球
環
境
破
壊
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
）
そ
の
シ
ス

テ
ム
に
有
効
な
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
ぬ
ま

ま
に
流
れ
て
い
く
時
間
。
フ
ラ
ン
ス
や
中

国
の
核
実
験
は
、
そ
ん
な
人
間
の
愚
行
の

究
極
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え
る
。
「
な
ん
で

い
ま
ど
き
核
実
験
？
」
の
問
い
か
け
は
、

下
手
を
す
れ
ば
容
易
に
ひ
っ
く
り
返
る
根

拠
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
T
今
だ
か
ら
こ

そ
核
実
験
！
」
。
シ
ラ
ク
や
江
沢
民
の
傲
慢

さ
は
、
「
究
極
的
廃
絶
」
と
い
う
意
味
不
明

の
言
葉
に
逃
げ
込
ん
だ
り
、
口
先
で
は

「
唯
一
の
（
ウ
ソ
！
）
被
爆
国
」
を
語
り
な

が
ら
「
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
に
守
っ
て
も

ら
う
」
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
こ
の
国

の
権
力
者
の
傲
慢
さ
と
地
つ
づ
き
だ
。

に
泊
ま
り
込
み
抗
議
す
る
人
た
ち
と
精
神

の
「
か
た
ち
」
に
お
い
て
何
と
対
照
的
な

こ
と
だ
ろ
う
3

〈
鏡
と
し
て
の
シ
ラ
ク
〉

シ
ラ
ク
大
統
領
は
「
世
紀
末
」
に
現
れ

た
第
一
級
の
悲
し
い
「
千
両
役
者
」
だ
と

思
う
人
間
が
今
ま
で
ど
ん
な
生
き
方
を

し
て
き
た
の
か
，
何
に
価
値
を
置
い
て
き

た
の
か
何
を
犠
牲
に
し
て
き
た
の
か
（
）

そ
し
て
、
果
た
し
て
地
球
は
生
き
延
び
ら

れ
る
の
か
，
ー
そ
ん
な
も
ろ
も
ろ
の
問
い
か

け
を
最
悪
の
ス
ト
レ
ー
ト
さ
で
鏡
の
よ
う

に
映
し
出
し
て
く
れ
る
こ

「
冷
戦
を
終
わ
ら
せ
た
」
と
誇
ら
し
げ
に

語
る
者
た
ち
が
、
未
だ
に
「
抑
止
論
」
と

る
」
と
で
も
言
う
他
は
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。

一
人
で
も
抗
議
は
で
き
る
し
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
も
あ
る
。
で
も

「
三
人
寄
れ
ば
…
」
と
い
う
言
葉
に
も
真
理

が
あ
っ
て
、
確
実
に

1
x
3以
上
の
こ
と

が
や
れ
る
と
思
う
。
誰
か
の
思
い
つ
き
を

材
料
に
し
て
、
火
に
か
け
味
を
つ
け
、
素

材
の
味
を
生
か
し
た
料
理
を
作
る
よ
う
な

感
覚
だ
ろ
う
か
（
即
席
料
理
に
な
り
が
ち

だ
が
…
）
C

〈
「
抗
議
の
文
化
」
を
取
り
戻
す
〉

し‘

疹

当
た
り
前
の
文
化
を

い
や
な
こ
と
は
い

や
だ
と
言
う

い
う
名
の
戦
争
の
論
理
か
ら
脱
け
出
せ
な

い
で
い
る
姿
の
ぶ
ざ
ま
さ
も
。
そ
し
て
、

本
当
に
情
け
な
い
こ
と
だ
が
、
四
ケ
タ
に

も
及
ぶ
核
爆
発
を
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

ン

の
責
任
の
と
り
方
を
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
と
思
う
。
核
実
験
に
ヨ

抗
議
し
て
座
り
込
む
ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
シア

キ
の
被
爆
者
の
姿
を
、
「
ま
た
や
っ
て
る
ん
ク

だ
」
く
ら
い
に
し
か
受
け
止
め
て
こ
な
）

か
っ
た
自
分
の
責
任
を
。
そ
ん
な
自
分
が
・

作
っ
た
「
距
離
」
の
先
で
放
射
能
が
人
々
、
／

を
確
実
に
攻
撃
し
て
い
な
そ
の
た
び
に
●
―
工

人

々

が

殺

さ

れ

て

い

っ

な

司

r

チ

先
日
、
あ
る
集
会
で
。
こ
ん
な
話
が
出
造
i
.

た
。
「
か
っ
て
言
わ
れ
た
核
戦
争
後
の
『
核
原
久

の
冬
』
の
シ
ナ
リ
オ
に
、
今
の
地
球
は
確
杉
ど
ピ

の
抗
議
で
何
を
伝
え
た
い
の
か
も
そ
れ
な

り
に
工
夫
し
な
が
ら
。

八
月
九
日
、
ナ
ガ
サ
キ
ヘ
の
五
十
年
前

の
原
爆
投
下
時
刻
十
一
時
二
分
の
フ
ラ
ン

ス
大
使
館
前
で
の
「
ダ
イ
・
イ
ン
」
。
想
像

も
つ
か
な
い
光
と
熱
の
中
で
倒
れ
、
殺
さ

れ
た
人
た
ち
に
「
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
少

し
だ
け
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。
「
安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
は
と
て
も
言
え
な
い
私
は
、

む
し
ろ
あ
の
道
路
に
横
た
わ
っ
た
瞬
間
に

死
者
に
一
方
的
に
力
を
借
り
て
い
た
と
思

う
。
警
察
の
壁
を
前
に
し
（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

十
月
ニ
―
日
の
沖
縄
の
県
民
総
決
起
集

会
で
の
高
校
生
、
仲
村
清
子
さ

ん
の
言
葉
の
中
に
あ
っ

た
「
一
人
ひ
と
り
が
嫌
ア
ル
ト
，
て
ウ
ム
の
釈
リ

aな
ゞ
己

[
[
』
口
[
]
[
一
＃
ぞ
序
手
す
か
？

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
私
た
ち

が
伝
え
た
い
こ
と
の
核
心

に
重
な
っ
て
い
る
。
「
と

に
か
く
駆
け
つ
け
よ
う
」

「
抗
議
を
形
に
し
よ
う
」
ほ

と
ん
ど
そ
の
思
い
だ
け
で

単
純
に
走
っ
て
き
た
。
そ

1

1

松
序
主
比
累
言

や
め
各
り
、

1

... -." 
.
.
.
.
 ム..... 

ー`
1

●
●
1

．．
 

曹
，
．

庁
る
術
め
技
求
学
を
科
し
び
直
よ
見 核実験

街から(1)
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〈
一
点
突
破
、

原子力虐

入癖饒盟一
(77) 

1995.9.23~10.26 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

~··---~-----·· 

◇9/23 09:55 原潜インディアナホリス（L)横
須賀を出港。

原潜インディアナポリス (L)横

須賀に入港。

原潜インディアナポリス（し）横

須賀を出港。

原潜ホノルル (L)ホワイト

ビーチに入港。 （沖泊まり）

原潜ホノルル（L)ホワイト

ビーチを出港っ

●9/25 

◇同日

● 10/2 

◇同日

♦ 10/10 

◇ 10/11 

♦ 10/12 

11:38 

11:54 

13:05 

13:25 

原潜ホノ）レル（し）横須賀

に入港3

原潜ホノル）レ（L)横須賀

を出港。

原潜ホノル）し（ L)横須賀

に人港。 (26現在停泊中）

●1995.1.1から10.26までの各地の
原子力艦入港回数： （ ）内は原潜

•横須賀 22 (22) 
•佐世保 5 (5) 

・ホワイトビーチ 7 (7) 

（沖縄．勝連町）

合計 34 >̀

14:05 

09:46 

14:01 

●
沖
縄
の
人
た
ち
、
五

0
年
も
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
こ
殺
人
、
レ
イ
プ
、

犯
人
を
罰
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
な
ど
、
次
々
に

伝
え
ら
れ
る
現
状
は
、
胸
を
つ
か
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は
な
ん
で
今
ま
で
報
道
し
て

(

1

9

ペ
ー
ジ
か
ら
）

て
躊
躇
す
る
余
裕
も
な
く
、
た
だ
こ
こ
で

倒
れ
る
の
だ
、
と
い
う
不
思
議
な
い
さ
ぎ

よ
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

お
か
し
い
と
思
う
こ
と
に
声
を
あ
げ
る

こ
と
は
あ
た
り
前
な
の
だ
と
い
う
「
文

化
」
。
誰
に
指
図
さ
れ
る
の
で
も
な
く
「
動

員
」
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
自
分
を
拠
り

所
に
し
て
行
わ
れ
る
し
な
や
か
な
抗
議
の

身
ぶ
り
。
「
非
暴
力
直
接
行
動
」
と
い
う
こ

な
れ
な
い
言
葉
を
、
自
分
流
に
翻
訳
す
る

と
そ
ん
な
感
じ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
政
治
的
な
こ
と
」
は
「
ア
プ
ナ
イ
」
と

い
う
、
そ
れ
こ
を
本
当
に
ア
プ
ナ
イ
（
！
）

最
悪
の
文
化
を
、
染
み
着
い
た
そ
の
鎖
を

そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
断
ち
切
る
と
き
だ
と
思

う
。
：
核
実
験
反
対
運
動
が
少
し
で
も
そ
の

確
実
な
手
が
か
り
に
な
れ
ば
、
と
い
う
の

も
自
分
を
動
か
す
ひ
と
つ
の
根
拠
だ
。

「
ガ
ッ
コ
ウ
」
で
も
「
カ
イ
シ
ャ
」
で
も

「
カ
テ
イ
」
で
も
、
抗
議
の
文
化
が
取
り
戻

さ
れ
る
こ
と
。
つ
ぶ
さ
れ
る
前
に
声
を
あ

げ
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
る
よ
う
に
。

さ
て
、
最
後
に
自
分
の
思
い
こ
み
に
触

れ
て
み
た
い
。
昔
「
一
点
突
破
、
全
面
展

開
」
と
い
う
便
利
な
（
？
）
言
葉
が
あ
っ

半
面
展
開
”
~
〉

た
ら
し
い
が
、
今
回
の
核
実
験
反
対
運
動

を
巡
る
議
論
の
構
造
は
、
「
一
点
突
破
、
半

面
展
開
」
く
ら
い
は
で
き
そ
う
な
け
っ
こ

う
面
白
い
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

反
対
論
へ
の
「
揚
げ
足
取
り
」
が
か
え
っ

て
問
題
の
あ
り
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

課
題
を
提
示
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
タ
ヒ
チ
に
抗
議
に
行
っ
て
中
国
に
は

行
か
な
い
の
か
」
と
か
、
「
中
国
へ
の
措
置

に
比
ベ
フ
ラ
ン
ス
に
は
甘
い
」
と
か
、
「
核

の
傘
の
下
に
い
て
核
実
験
反
対
を
言
う
の

は
お
か
し
い
」
と
か
…
。

問
題
の
根
に
降
り
て
い
く
中
で
、
日
米

安
保
条
約
や
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
が
あ
ぶ

り
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
核
実

験
反
対
の
第
ニ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
会
っ
て

い
る
。
見
え
て
き
た
「
弱
み
」
に
確
実
に

く
さ
び
を
打
ち
込
む
し
た
た
か
さ
と
、
核

を
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
の
傲
慢
さ

を
は
っ
き
り
と
照
ら
し
出
す
「
思
想
」
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
れ

は
、
ど
こ
か
の
思
想
家
が
書
斎
で
ひ
ね
り

出
す
も
の
で
は
な
く
、
今
声
を
あ
げ
て
い

る
人
た
ち
の
固
有
の
思
い
の
中
か
ら
紡
ぎ

出

さ

れ

て

い

る

は

ず

だ

。

◆

◆

く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
本
土
の
私
た
ち
に
伝
え
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
：
・

3

(
H
Y
／
会
社
員
／
神
奈
川
県
大
磯
町
）

●
フ
ラ
ン
ス
製
品
の
不
買
運
動
だ
け
で
は
な
く

中
国
製
品
の
不
買
運
動
や
観
光
の
自
粛
運
動
な
ど

も
お
こ
な
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
r

ま
た
米
軍
の

原
子
力
艦
の
削
減
も
訴
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
僕
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
平
和
の
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
B

平
和
運
動
に
参
加
さ
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

(
K
I
／
北
海
道
千
歳
市
）

●
沖
縄
少
女
暴
行
事
件
の
県
知
事
の
対
応
に
大

賛
成
「
国
の
こ
と
よ
り
人
の
た
め
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
い
つ
ま
で
も
沖
縄
県
民
だ
け
が
犠
牲
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
沖
縄
県
知
事
あ
て
ハ

ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
で
続
く
の
な
ら

い
っ
そ
安
保
反
対
沖
縄
独
立
運
動
に
移
行
し
て
昔

の
様
な
武
器
を
持
た
な
い
自
由
貿
易
国
に
な
っ
た

ら
他
界
中
の
見
本
に
な
る
で
し
ょ
う
゜
新
首
相
の

伊
勢
神
宮
と
ア
メ
リ
カ
詣
り
が
続
く
限
り
こ
の
国

に
真
の
民
主
主
義
は
あ
り
ま
せ
ん
で
私
は
日
本
山

妙
法
寺
の
無
防
備
主
義
が
信
条
で
す
。
憲
法
通
り

だ
っ
た
ら
今
頃
世
界
一
の
福
祉
国
家
に
な
っ
て
る

で
し
ょ
う
r

（
河
原
満
男
／
伊
東
市
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
核兵器・核実験モニター ●発行所 PCDS（太平洋軍備麟暉）／平和

資料協同組合（準）
NUCLEARWEAPON&NUCLEARTESTMONITOR 〒22 3 横浜市港北区箕輪町3-3-l
毎月 2回1日、 15日発行／購読料年間5,0 0 0円

TEL :045 (563) 5101FAX:045 (563) 9907 
●編集責任者梅林宏道 ~ 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
猛芯聾すが、カンパをよろしく l) 扇員嚢謁IF瓜閃惰翡拿ット

昇：ぷ謬り覧彗公魯晶え8よ詞］は ストップ核実験！情報
験情報BOXの番号20 0＃を押す④送信メッセージ
の後ピーという音がしたら、 FAXのスタートボタン 最新の運動情報がFAXと音声情報で取り出せます。
を押すと、情報が送信されます。（音声情報を聞く場合 事務局●ピースネットニュース気付
は、③のところで、 20 1＃と押すと、録音された音
声情報が流れます） TEL 03 (3813) 6490 FAX 03 (5684) 5870 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
核実験が強行されたら、抗議を！
中華人民共和国大使館 1 0 6 港区元麻布3-4-33 電話03 (3403) 3388 

FAX (3403) 4925 
電話03 (5420) 8800 
FAX (3446) 7361 
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会計報告
(95. 9. 24~95. 10. 26) 

(

1

7

ペ
ー
ジ
か
ら
）

る
騒
音
は
、
想
像
を
越
え
る
も
の
で
周
辺
住

民
に
と
っ
て
は
、
我
慢
の
限
界
を
越
え
る
も

の
で
あ
る
。
佐
世
保
市
の
測
定
で
も
一
キ
ロ

以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
で
八

0
ホ
ン
を
記
録
し

た
。
こ
の
た
め
、
佐
世
保
市
で
は
テ
ス
ト
の
中

止
を
再
三
に
わ
た
っ
て
申
し
入
れ
た
が
、
申

し
入
れ
を
無
視
し
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
3

今
後
、
揚
陸
艦
隊
の
近
代
化
計
画
の
完
了

と
と
も
に
付
属
す
る
施
設
の
増
強
が
進
む
と

思
わ
れ
る
が
、
弾
薬
処
理
の
安
全
性
や
L
C

A
C整
備
場
運
用
に
伴
う
騒
音
被
害
の
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
軍
事
基
地
は
ま
す
ま

す
市
民
生
活
と
対
立
す
る
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

［収入］
0前月からの繰越し

〇今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

0

2

 

3

8

 

1

2

 

9

9

 

3

9

 

8

4

 

1

1

 
0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

 

0

0

0

0

8

 

0

0

0

5

7

 

9

9

9

9

9

 

2

5

7

4

2

 

4

1

2

2

8

 

米
軍
用
住
宅
地
の
新
た
な
接
収
や
基
地
周
辺

地
区
の
再
接
収
な
ど
が
日
本
政
府
の
「
思
い
や

り
予
算
」
で
進
め
ら
れ
る
現
状
は
、
冷
戦
崩
壊

後
の
憔
界
的
軍
縮
の
流
れ
の
な
か
で
は
到
底
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

佐
世
保
で
の
こ
れ
以
上
の
基
地
増
強
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
の
軍
縮
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
の
一
層
の
不
安
定
化
を
も
た

ら
す
要
因
に
な
る
3

私
た
ち
は
こ
れ
以
上
の
基

地
拡
大
・
強
化
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
弾
薬

崩
の
撤
去
や
騒
音
被
害
の
根
絶
の
た
め
、
一
刻

も
早
い
基
地
の
縮
小
を
求
め
る
も
の
で
す
。◆
◆
 

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入(11ガキ収益）

［支出］
●今月の支出 185,450 

事務所代（11月） 40,000 

水道光熱費 5,197 

電話FAX費(9、10月） 8,835 

郵送費 66,702 

文具・備品 。
暉 l•コピー代 63,426 

郵便振替等手数料 1,290 

雑費 o 
●次月への繰越し 146,962 

＊平和資料協同組合（準）の資料収入は別会計とし

ます。

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの襴に計

上されます。
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魯
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事
件
、
フ
ラ
ン
ス
、
中

国
の
核
実
験
そ
し
て
沖
縄
の
い
た
ま
し
い
事
件
。

「
戦
後
五

0
年
」
に
ま
る
で
あ
わ
せ
た
か
の
よ
う

に
、
私
た
ち
の
「
安
全
保
障
」
に
か
か
わ
る
重
大

事
件
が
連
続
し
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
神
様
が

ノ
ホ
ホ
ン
と
過
ご
し
す
ぎ
て
い
る
日
本
人
に
、

「
も
っ
と
し
ゃ
ん
と
し
ろ
」
と
怒
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
失
わ
れ
た
も
の
が

余
り
に
も
大
き
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
あ

と
ニ
ヶ
月
で
五
一
年
目
を
迎
え
る
の
に
。
（
た
）

編
集
室
か
ら
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